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我
が
邦
最
初
の
歯
科
医
学
書
と
さ
れ
る
、
桐
村
克
己
著
「
歯
乃

養
生
法
』
の
原
資
料
に
つ
き
、
第
十
九
回
本
学
会
に
お
い
て
発
表

し
、
そ
の
結
論
と
し
て
は
、
校
閲
者
小
幡
が
「
明
治
八
年
予
が
西

洋
歯
科
医
と
し
て
東
京
で
開
業
し
て
四
年
、
同
業
桐
村
君
が
米
国

費
府
の
歯
科
医
士
ホ
ワ
イ
ト
氏
が
著
せ
る
小
冊
子
の
訳
槁
を
示
し

た
の
で
之
を
見
る
と
、
歯
の
初
生
よ
り
歯
の
脱
落
に
至
る
ま
で
天

然
の
法
則
を
記
し
、
歯
の
養
生
法
と
し
て
は
、
不
注
意
に
よ
り
生

ず
る
患
害
と
こ
れ
を
避
け
る
方
法
を
示
し
て
あ
ま
す
こ
と
が
な

い
。
因
っ
て
校
訂
し
て
世
人
に
示
し
た
い
。
（
大
意
）
」
と
緒
言
の
序

文
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
本
書
が
当
時
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
Ｓ

Ｓ
ホ
ワ
イ
ト
会
社
発
行
の
デ
ン
タ
ル
コ
ス
モ
ス
ロ
向
ｚ
弓
シ
Ｆ

○
○
の
冒
○
の
の
主
筆
ジ
ェ
ー
ム
ス
Ｗ
・
ホ
ワ
イ
ト
の
著
、
家
庭
医
学

叢
書
の
一
冊
『
口
腔
と
歯
』
（
目
胃
冨
呂
昏
自
１
弓
の
①
吾
）
の
抄
訳

57

桐
村
克
己
著
「
歯
の
養
生
法
」
の
原
資
料
の

疑
義
に
つ
い
て
の
研
究

森
山
徳
長

で
あ
る
と
し
た
。

Ｊ
・
Ｗ
・
ホ
ワ
イ
ト
は
、
Ｓ
・
Ｓ
・
ホ
ワ
イ
ト
の
兄
で
あ
り
、

当
代
一
流
の
歯
科
医
で
あ
る
。
本
書
は
、
本
学
『
伊
澤
文
庫
』
に

一
八
八
二
年
刊
第
二
版
を
所
蔵
し
て
お
り
、
筆
者
は
短
絡
的
に
そ

の
抄
訳
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
様
な
文
脈
で
発
表
し
た
。

た
ヌ
し
、
桐
村
の
「
歯
の
養
生
法
」
は
、
一
般
的
な
歯
科
衛
生

法
に
つ
い
て
の
前
半
部
分
に
対
し
て
、
後
半
で
は
義
歯
様
陶
歯
の

製
造
法
に
触
れ
て
い
る
。
前
半
は
旧
漢
字
萬
葉
仮
名
交
り
文
で
あ

る
の
に
対
し
、
後
半
は
旧
漢
字
仮
名
交
り
の
明
治
普
通
文
で
書
か

れ
て
お
り
、
ホ
ワ
イ
ト
の
「
口
腔
と
歯
』
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違

い
を
持
つ
疑
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。

時
が
経
過
し
て
、
日
本
歯
科
大
学
『
医
の
博
物
館
」
の
樋
口
輝

雄
氏
は
、
一
九
九
八
年
十
一
月
、
本
学
会
第
二
七
八
回
例
会
に
お

い
て
、
Ｊ
・
Ｗ
・
ホ
ワ
イ
ト
の
『
口
腔
と
歯
』
こ
そ
が
、
高
山
紀

斎
の
『
保
歯
新
論
」
の
翻
訳
原
本
で
あ
る
こ
と
を
、
章
数
、
内
容
、

付
図
の
櫻
版
も
全
く
全
巻
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
論
証
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は
筆
者
も
全
面
賛
成
す
る
。

桐
村
、
伊
澤
、
高
山
が
明
治
十
二
～
十
四
年
に
書
い
た
大
衆
向

け
の
啓
蒙
書
は
、
正
規
の
歯
科
医
が
数
十
名
に
満
た
な
い
時
代
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で
、
業
権
拡
張
の
上
か
ら
も
当
然
の
成
行
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ブ
（
》
Ｏ

さ
て
、
桐
村
の
種
本
は
何
で
あ
っ
た
の
か
？
該
当
す
る
書
物

は
○
日
言
一
亀
等
の
書
誌
学
害
に
は
な
い
・

そ
こ
へ
、
日
本
版
翻
訳
出
版
で
親
し
く
な
っ
た
『
図
説
ｌ
歯
科

医
学
の
歴
史
」
の
著
者
Ｍ
・
リ
ン
グ
氏
か
ら
時
々
送
ら
れ
て
来
る

文
献
別
刷
の
中
に
答
を
発
見
で
き
た
。
そ
れ
は
Ｓ
Ｓ
ホ
ワ
イ
ト
社

が
顧
客
に
提
供
す
る
陶
歯
の
箱
に
入
れ
る
の
に
丁
度
適
し
た
小
型

小
冊
子
で
あ
っ
た
。

《
《
弓
胃
弓
陥
胃
ｚ
四
目
国
盲
目
醇
昌
胃
邑
．
ご
国
己
．
弓
．
弓
三
扁

屍
国
‐
表
紙
裏
に
ホ
ワ
イ
ト
社
が
一
八
七
二
年
に
版
権
を
取
得
し

た
と
銘
記
し
て
あ
る
。
大
き
さ
九
・
一
×
十
四
・
二
ｍ
厚
さ
○
・

二
型
昊
紙
の
み
薄
青
色
紙
を
用
い
た
仮
綴
本
で
あ
る
。

書
誌
的
構
成
は
扉
頁
を
含
め
三
六
頁
、
目
次
は
無
く
、
段
落
も

無
く
、
二
一
頁
下
か
ら
四
列
目
か
ら
「
歯
を
失
っ
て
入
歯
で
噛
む

事
を
考
え
る
者
は
、
誰
で
も
そ
の
組
成
や
製
法
を
知
ろ
う
と
慾
す

る
で
あ
ろ
う
。
』
と
い
う
書
き
出
し
で
「
人
造
歯
」
の
説
明
が
始

幸
ま
っ
て
い
つ
旬
。

前
半
と
後
半
の
内
容
は
、
大
凡
以
下
の
通
り
で
、
完
全
な
逐
語

訳
と
な
っ
て
い
る
。
緒
言
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
歯
の
衛
生
に
対
す
る
無
知
へ
の
警
告
２
、
歯
科
医
学
の

発
達
３
、
口
腔
の
構
造
と
機
能
４
、
歯
牙
の
解
剖
５
、
初

生
歯
（
乳
歯
）
と
そ
の
萌
出
時
期
６
、
初
生
歯
の
養
生
法
７
、

再
生
歯
（
永
久
歯
）
と
そ
の
萌
出
順
序
８
、
再
生
歯
の
保
存
に
必

要
な
注
意
（
イ
）
歯
石
の
害
（
ロ
）
雛
歯
の
治
療
法
（
ハ
）
清

掃
の
方
法
（
二
）
定
期
的
な
診
療

後
半
で
は
、
二
一
～
三
一
頁
に
わ
た
り
、

１
陶
材
の
主
成
分
と
原
料
の
製
法

２
陰
型
の
製
法
と
材
料
の
填
入

３
焼
成
法
と
、
色
調
・
形
態
の
付
与

４
患
者
に
適
合
す
る
陶
歯
選
定
の
諸
条
件
を
記
す
。

そ
の
後
に
、
ホ
ワ
イ
ト
社
の
宣
伝
文
が
、
四
頁
に
わ
た
り
、
ピ

ン
の
位
置
の
図
入
り
で
あ
り
、
ピ
ン
が
「
足
形
」
を
し
て
い
て
丈

夫
な
製
品
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
（
桐
村
の
訳
に
は
こ
の
部

分
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）
。

（
東
京
歯
科
大
学
）


